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まえがき 

 

本計算書は，Ⅴ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」及びⅤ-3-2-11「重大事故等クラス

２弁の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語については，Ⅴ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義

したものを使用する。 

 

・評価条件整理表 

機器名 
既設 
or 

新設 

施設時の 
技術基準 
に対象と 
する施設 
の規定が 
あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に 
おける 

評価結果 
の有無 

施設時の 
適用規格 

評価区分 
同等性 
評価 
区分 

評価 
クラス 

クラス 
アップ 
の有無 

施設時 
機器 

クラス 

ＤＢ 
クラス 

ＳＡ 
クラス 

条件 
アップ 
の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 
(MPa) 

温度 
(℃) 

圧力 
(MPa) 

温度 
(℃) 

G41-F017 既設 有 有 DB-3 DB-3 SA-2 有 1.57 66 1.57 77 ― S55告示 
設計・建設規格 

又は告示 
― SA-2 
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1. 重大事故等クラス２弁 
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1.1　設計仕様

系　統　：　燃料プール冷却浄化系

止め弁 250F017 SCS13A SCS13A

機器の区分 重大事故等クラス２弁

弁番号 種類
呼び径 材料

弁箱 弁ふた ボルト
（A）
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1.2　強度計算書

系　統　： 燃料プール冷却浄化系 F017 1

　設計条件 　ネック部の厚さ

　　最高使用圧力Ｐ (MPa) 　　ｄｎ (mm)

　　最高使用温度Ｔｍ (℃) 　　ｄｎ／ｄｍ

　弁箱又は弁ふたの厚さ 　　ℓ (mm)

　　弁箱材料 　　ｔｍ1 (mm)

　　弁ふた材料 　　ｔｍ2 (mm)

　　Ｐ1 (MPa) 　　ｔｍａ1 (mm)

　　Ｐ2 (MPa) 　　ｔｍａ2 (mm)

　　ｄｍ (mm)

　　ｔ1 (mm) 評価　： ｔｍａ1　≧　ｔｍ1

　　ｔ2 (mm) ｔｍａ2　≧　ｔｍ2

　　ｔ (mm) よって十分である。

　　ｔａｂ (mm)

　　ｔａｆ (mm)

評価　： ｔａｂ ≧　ｔ
ｔａｆ ≧　ｔ

よって十分である。

設計・建設規格 告示第５０１号 設計・建設規格 告示第５０１号

1.57

8.4 ―

77

―

8.4 ―

6.6 ―

SCS13A

SCS13A

―

―

―

弁番号 シート

弁番号 シート名称又 シート
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系　統　： 燃料プール冷却浄化系 F017 2

フランジ及びフランジボルトの応力解析　告示第５０１号

　設計条件 モーメントの計算

　ＰFD (MPa) 2.03 　ＨD (N) 1.203 × 10 5

　Ｐeq (MPa) 0.46 　ｈD (mm) 37.5 

　Ｔm (℃) 77 　ＭD (N･mm) 4.513 × 10 6

　Ｍｅ (N･mm)  　ＨG (N) 6.532 × 10 4

　Ｆｅ (N)  　ｈG (mm) 29.5 

フランジの形式 JIS B8243図1(g) 　ＭG (N･mm) 1.927 × 10 6

フランジ 　ＨT (N) 3.357 × 10 4

　材料 SCS13A 　ｈT (mm) 38.5 

　　σfa (MPa) 　ＭT (N･mm) 1.292 × 10 6

常温(ｶﾞｽｹｯﾄ締付時)(20℃) 120 　Ｍo (N･mm) 7.732 × 10 6

　　σfb (MPa) 　Ｍg (N･mm) 1.503 × 10 7

最高使用温度(使用状態) 110 フランジの厚さと係数

　Ａ (mm)  　ｔ (mm)  

　Ｂ (mm)  　Ｋ 1.51 

　Ｃ (mm)  　ｈｏ (mm)  

　ｇ0 (mm)  　ｆ 1.00 

　ｇ1 (mm)  　Ｆ 0.791 

　ｈ (mm)  　Ｖ 0.242 

　ボルト 　ｅ (mm-1) 0.01322

　材料 　ｄ (mm
3
) 224231 

　　σa (MPa) 　Ｌ 1.31 

常温(ｶﾞｽｹｯﾄ締付時)(20℃) 173 　Ｔ 1.71 

　　σb (MPa) 　Ｕ 5.37 

最高使用温度(使用状態) 173 　Ｙ 4.89 

　ｎ  　Ｚ 2.57 

　ｄｂ (mm) 　応力の計算

　ガスケット 　σHo (MPa) 59 

　材料 　σRo (MPa) 20 

　ガスケット厚さ (mm)  　σTo (MPa) 21 

　Ｇ (mm)  　σHg (MPa) 98 

　ｍ  　σRg (MPa) 39 

　ｙ (N/mm
2
)  　σTg (MPa) 40 

　ｂｏ (mm)  

　ｂ (mm)  応力の評価　： σHo　≦　１．５・σfb

　Ｎ (mm)  σRo　≦　１．５・σfb

　Gs (mm)  σTo　≦　１．５・σfb

　ボルトの計算

　Ｈ (N) 1.539 × 10 5 σHg　≦　１．５・σfa

　Ｈｐ (N) 6.532 × 10 4 σRg　≦　１．５・σfa

　Ｗm1 (N) 2.192 × 10 5 σTg　≦　１．５・σfa

　Ｗm2 (N) 3.702 × 10 5

　Ａm1 (mm2) 1.270 × 10 3 よって十分である。

　Ａm2 (mm2) 2.145 × 10 3

　Ａm (mm
2
) 2.145 × 10 3

　Ａb (mm
2
)  

　Ｗo (N) 2.192 × 10 5

　Ｗg (N) 5.094 × 10 5

評価　： Ａm　＜　Ａb

よって十分である。

弁番号 シート
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